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高
槻
市
で
は
こ
の
間
、
水
道
料
金
の
基
本
料
の
無
償
化
、
ま
た

９
月
か
ら
は
８
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利
用
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
で
す
。
夏
休
み
を
前
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
が
実
施
し
た
調
査
で
は
困
窮
家
庭
の
多
く

が
休
み
期
間
中
、
食
事
量
の
制
限
や
エ
ア
コ
ン
の
使
用
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
回
答
者
の
９
割
以
上
が
ひ
と

り
親
家
庭
で
す
。
酷
暑
の
中
、
ク
ー
ラ
ー
が
あ
っ
て
も
電
気
代
が

高
い
の
で
、
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
高
齢
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

へ
の
直
接
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て

い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
実
施
ご
と
に
利
用
す
る
人
が
増
え
、
短

時
間
で
用
意
し
て
い
た
物
品
が
な
く
な
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
夏
に
備
え
て
、
緊
急
に
暮
ら
し
応
援
の
施
策
を
希
望
し
ま

す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
は
夏
以
降
も
続
き
、
市
民
の
暮
ら
し
は
さ

ら
に
大
変
に
な
り
ま
す
。
高
槻
市
に
お
い
て
は
来
年
度
も
見
据
え

た
長
期
的
な
暮
ら
し
応
援
を
今
後
も
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
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①
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
食
料
支
援
な
ど
を
す
る
こ
と
。

②
高
齢
者
・
障
害
者
・
低
所
得
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
を
対

象
に
エ
ア
コ
ン
の
購
入
や
修
理
費
用
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
。

エ
ア
コ
ン
使
用
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
の
電
気
代
補
助
を
実

施
す
る
こ
と
。

③
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る
夏
季
見
舞
金
の
支
給
や
食
糧
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
。

④
夏
の
猛
暑
で
の
熱
射
病
対
策
と
し
て
、
民
間
施
設
の
ク
リ
ー
ン

シ
ェ
ル
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
。

⑤
公
共
施
設
に
給
水
機
の
設
置
、
無
料
で
利
用
で
き
る
給
水
ス
タ
ン

ド
の
案
内
を
行
う
こ
と
。
民
間
事
業
所
に
も
呼
び
か
け
る
こ
と
。

⑥
ナ
フ
サ
由
来
の
資
材
不
足
で

仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
実
態
を
調
査
し
た
う
え

で
、
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑦
子
育
て
世
帯
等
に
秋
以
降
、

お
米
の
支
給
な
ど
物
価
高
騰

に
対
す
る
独
自
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
。

⑧
公
共
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
置
く
こ
と
。

　

10
年
前
の
熊
本
地
震
で
は
災
害
関
連
死

が
直
接
死
の
４
倍
で
し
た
。
今
回
は
そ
う

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
猛
暑
の
中
で
の
断
水
と
停
電

が
深
刻
で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
が
な
い
避
難

所
が
多
く
、
車
中
泊
を
強
い
ら
れ
て
い
る

被
災
者
も
多
数
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

イ
タ
リ
ア
で
実
践
さ
れ
て
い
る
、
災
害
時

の
避
難
所
に
、
T
（
ト
イ
レ
）・
K
（
キ
ッ

チ
ン
＝
食
事
）・
B
（
ベ
ッ
ド
）
の
３
つ
の

生
活
環
境
を
48
時
間
以
内
に
整
え
る

「
T
K
B
48
」
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
伴
う

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
は
不
十
分
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
防
災
・
減
災
の
た
め

の
事
業
、
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
維
持
・

更
新
・
耐
震
化
事
業
に
予
算
の
重
点
的
、
優
先
的
な
配
分
を
行
い
、

人
的
資
源
も
、
優
先
的
に
投
入
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
事
業
政
策

の
根
本
的
な
転
換
が
必
要
で
す
。

　

高
槻
市
で
は
例
年
８
月
上
旬
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
平
和
展
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
槻
市
主
催
の
平
和
展
は「
戦
時
下
の
マ
イ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
高
槻
と
暮
ら
し
」
で
は
約
80
年
前
の
高
槻
の
風
景
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
や
、核
兵
器
と
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
「
16
の
問
い
」

パ
ネ
ル
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
主
催
の
子
ど
も
た
ち
と
考
え
る
「
戦
争
と
平
和
」
展

i
n
高
槻
・
島
本
２
０
２
６
は
、
復
員
兵
の
戦
争
P
T
S
D
に

関
す
る
平
和
講
演
会
や
絵
本
の
読
み
語
り
イ
ベ
ン
ト
。
沖
縄
戦
、

満
蒙
開
拓
団
、
戦
場
で
の
性
暴
力
、
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
槻
市
の
戦
争
と
平
和
展
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ち
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え
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戦
争
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高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
計
画
期
間
が
２
０

２
６
年
度
で
終
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
の
社
会
保
障
審
議
会
で

審
議
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
改
正
等
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
２
０

２
７
年
度
か
ら
３
年
間
の
計
画
を
今
年
度
策
定
し
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
市
営
バ
ス
無
料
・
割
引
乗
車
券
の
利
用
に
よ

り
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
効
果
も
あ
る
。
そ
の
効
果
に
つ

い
て
の
見
解
は
」と
質
問
。
市
は「
一
定
の
利
用
実
績
が
あ
り（
２

０
２
５
年
度
の
交
付
件
数
：
無
料
乗
車
証
６
０
，
０
９
３
件
、
割

引
乗
車
券
６
，
９
３
１
件
）、
社
会
参
加
の
便
宜
を
図
る
ほ
か
、

外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
、

社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、

き
よ
た
議
員
は
介
護
職
の
人
材
不
足
に
対
し
、「
市
内
の
保
育
所

に
働
く
保
育
士
へ
の
奨
学
金
返
済
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
介
護
職

に
も
適
応
で
き
な
い
の
か
」と
質
問
。市
は「
介
護
人
材
の
確
保
は
、

全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
継
続
的
な
取

組
な
ど
、
大
阪
府
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
抜
本
的
な
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会

　

高
槻
市
環
境
・
温
暖
化
対
策
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
来
年
４
月

か
ら
の
「
た
か
つ
き
地
球
温
暖
化
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
計
画
案
が
示

さ
れ
、
12
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
意
見
募
集
の
予
定
で
す
。

　

８
月
17
日
の
第
２
回
目
の
審
議
会
で
は
「
計
画
素
案
」
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
、
現
計
画
は
２
０
３
０

年
度
（
２
０
１
３
年
度
比
）
ま
で
に
30
％
削
減
と
し
て
い
ま
す
が
、

次
期
計
画
で
は
、
２
０
３
０
年
度
46
％
減
、
２
０
３
５
年
度
60
％

減
、
２
０
４
０
年
度
73
％
減
に
、
国
の
計
画
と
同
等
の
目

標
設
定
に
す
る
提
案
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
２
０
３
５
年
度
ま
で
に
２
０
１
３
年
度

比
75
％
〜
80
％
削
減
を
目
指
す
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
国
・

府
・
市
に
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
た
め

の
努
力
を
求
め
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
補
助
金
の
増
額
・

拡
充
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。
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介
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次
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た
か
つ
き
地
球
温
暖
化
対
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」の
策
定

次
期「
た
か
つ
き
地
球
温
暖
化
対
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」の
策
定

気
候
危
機
打
開
の
た
め

目
標・対
策
の
引
き
上
げ
を

　日本共産党の石川たえ大阪府会議員（吹田
市選出）と、吹田市・茨木市・高槻市の市会
議員団は、7 月 14 日に島本町にある特別支
援学校高等部卒業後の学びの場（福祉専攻科）「キャンパスオリーブ」を視察
しました。日本共産党高槻市会議員団からはきよた議員が出席。
　スタッフの方からはじめに「18 歳で就労系の事業所に通う人の多くは「青
春」の概念がないまま大人になってしまう。青年期に青春を満喫して欲しい」
と学びの場の大切さを語られました。
　キャンパスオリーブの特徴として、学生から聞き取りした興味・関心のあ
ることを、できるだけ取り入れて、毎年カリキュラムを検討。国語・数学・経済・
科学等は総合学習等の時間で学び、特別授業としてマナーや身だしなみ（お
しゃれ）など学べる機会も計画。卒業後の進路について、体験や実習を経て、
本人が自分らしく活躍できる場を、本人・家族と相談しながら、オリーブの
スタッフや地域の相談事業所、障害者福祉事業所、関係機関と共に探してい
るとのことです。障害者は障害がない人に比べて生涯学習が困難であり、もっ
とこういう学びの場を増やしていく必要があります。

石川たえ大阪府議会議員、地元の議員
キャンパスオリーブを視察
石川たえ大阪府議会議員、地元の議員
キャンパスオリーブを視察

２
０
２
５
年
度
の
実
績
報
告

次
期
計
画
に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
は
、「
身
寄
り
の
な
い
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
備

え
た
、終
活
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
」と
質
問
が
あ
り
、市
は「
今

般
、
国
に
お
い
て
、
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
等
に
対
す

る
日
常
生
活
・
入
院
等
の
手
続
き
・
死
後
事
務
の
支
援
を
行
う
事

業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
改
正
社
会
福
祉
法
が
成
立
し
た
。
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ

る
内
容
を
確
認
し
適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
は
６
月
議
会
に
も
中
村
議
員
が
終
活
支
援
に
つ
い
て
、
安
心

し
て
残
り
の
人
生
を
送
る
た
め
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
市

に
求
め
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
は
10
月
６
日
（
火
）
10
時
〜
市
役
所
本
館
３
階

９月議会日程

８月31日（月）
９月２日（水）
４日（金）

７日（月）

１４日（月）
１５日（火）
１６日（水）

本会議／提案
本会議／質疑
文教にぎわい委員会
福祉企業委員会
市民都市委員会
総務消防委員会
本会議／採決、一般質問
本会議／一般質問
本会議／一般質問

ぜひ傍聴をお願いします。

※いずれも午前 10 時開会です。
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